
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 元年１２月１０日 

第２４号 

四日市市立小山田小学校 

終業式まで残り２週間 いよいよ年の瀬！ 
先週末に、鈴鹿山脈にも初雪が降り学校から見る山肌も上部が白くなりました。本格的な冬の到来となり

ましたが、子どもたちはほとんど欠席もなく元気に登校しています。朝の昇降口では「おはようございます」

と大きな声であいさつをしてくれる児童が多く、休み時間には寒さをものともせず校庭で元気に遊ぶ多くの

子どもたちの姿が見られます。 

２学期も残り２週間となりました。近隣の学校 

を含め、市内小中学校では次々とインフルエンザ 

による学級・学年閉鎖が報告されています。本校 

の子どもたちには、終業式まで元気に登校してほ 

しいと思います。 

 

 
いずれも６日（金）撮影 

３年生 社会科「地域のために働く人々」！ 
１１月２９日（金）の５・６限目に、３年生が社会科「地域で働く人々」の学習として、四日市南消防署

西南出張所（地区市民センター敷地内）に校外学習に行き、５人の地区消防分団員の方々と３名の消防士の

方々からお仕事についてお話を聞かせていただきました。「何時間働いているのですか？」「怖かったことは

ありませんか？」「訓練はしているのですか？」等の子どもたちの質問に対して、「仮眠はするけど交代で２

４時間勤務していること」、「１１９番通報から１、２分で出動すること」、「夜真っ暗な中、消火活動したと

きは怖かったこと」（消防士）、「毎月、２時間から半日、消火訓練や団体行動の訓練をしていること」（分団

員）など、一つ一つ丁寧にお答えいただきました。また、分団の方々は、普段はそれぞれ仕事をもちながら

火事や災害があった時には仕事を休んで活動していることや、消防士さんは、消火活動時には８００℃の熱

にも耐えられる防火服を着て、酸素ボンベなど約２０ｋｇの装備を付けていること、市内の救急車の出動は

年間１万件を超え、消防車の約１００倍も出動することなど教えていただきました。続いて、消防車や救急

車を見せていただき、最後には３年生全員がホースを持って的に向かって放水する体験をさせていただきま

した。子どもたちは分団や消防士の方々のおかげで、自分たちの生活が守られていることを実感したと思い

ます。分団および消防署員のみなさん、お忙しい中ありがとうございました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イモご飯をつくったよ！５年生！ 
１２月３日（火）の３・４限目に、５年生が米作りでお世話になった須藤成則さんをご招待して、自分た

ちで収穫した白米と芋畑で収穫したサツマイモの残りを使って『イモご飯』を作りました。子どもたちは、

これまで家庭科の調理実習や自然教室の飯盒炊飯で経験済みとあって、どの班も２合ずつのお米を焦げ付か

せたりべしゃべしゃにしたりすることなく、ガラス鍋で上手に炊き上げました。炊いたサツマイモと混ぜて

できあがったイモご飯を「お芋の皮がおいしい」「お芋が入っていて食べ応えがある」「ご飯だけで食べてみ

たかった」などと言いながら笑顔で食べていました。最後に、須藤さんからも「みんなの気持ちが伝わって

すごくおいしかったです。これからも風邪などひかないように頑張ってください。」とのお言葉をいただきま

した。須藤さんには、５月の田んぼ作りから田植え、かかしの製作、９月の稲刈りから脱穀まで、米作りの

ほぼすべての工程でお世話になりました。ありがとうございました。 

 

１・２年生 生活科「むかしのあそび」 
１２月４日（水）の３・４限目に２・１年生がコミュニティスクールの地域連携学習の一つとして地区老

人会の方１０名をお招きし、体育館で生活科「むかしのあそび」を行いました。それぞれ３つのグループに

分かれ、「けん玉・コマ・めんこ」、「あやとり・お手玉」、「竹とんぼ」のコーナーを１５分ずつ回って、おじ

いさんおばあさんに教えてもらいながら昔の遊びを体験しました。けん玉は、１年生も生活科で練習してき

たこともあってみんなが上手に遊んでいました。老人会のお一人がお持ちいただいた手作りの竹とんぼは、

ほとんどの子が初体験だったようで、最初は苦戦していましたが最後には多くの子が上手に飛ばせるように

なり大人気でした。また、中には小さい時からお家で遊んでいる子もいて、おじいさんおばあさんに負けな

いくらい上手にけん玉をしたりコマを回したり、おばあさんにあやとりを教えたりする子もいました。子ど

もたちも老人会の方々もみんな笑顔で交流した楽しいひと時となりました。交流していただいた地区老人会

の皆さまありがとうございました。 

 
＜児童の振り返りより＞ 

・わたしがたのしかったのは、たけとんぼで大すきになりました。おじいちゃんおばあちゃんがおしえてく

れました。２ねんせいになったらもっとじょうずになりたいです。（１年生） 

・さいしょ竹とんぼはふあんがあったけど、たのしかったからよかった。こまは、さいしょできないとおも

ったけど、おじいさんがおしえてくれたからうれしかったです。（２年生） 

 

１年 コマ回し      １年 あやとり・お手玉        ２年 けん玉          ２年 竹とんぼ 


